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【概 要】 【目 的】 血液透析用カテーテル留置位置の事前設定器具の安全性と有効性の検証
【対 象】 重井医学研究所附属病院で右頸部よりカテー
テル留置を行い血液透析を行う患者
【症例数】 10例 (シングルアーム)
【方 法】 カテーテル挿入前に事前設定器具でマーキン
グを行い留置し、留置後のカテーテル先端の位置とマー
キングの位置のずれを計測する。CT画像を用いて内頚静
脈と右心房高低差を測定し、高低差と留置位置のずれと
のについて検討した。
【結 果】 事前設定器具の使用において感染症例や安全
性に問題がある症例は認められなった。カテーテル留置
後にカテーテルに事前設定器具を重ねて計測した結果、
平均-0.5±1.59cmのずれが生じた。CTでの内頚静脈と右
心房高低差は1.15±1.49cmであり、高低差を気にせず前
胸部に設置した長さに留置可能であることが判明した。
【考 察】 事前設定器具の安全性は問題ないが、さらなる
留置精度の向上には、器具の細径化を図り、頚部の屈曲
により追従できる器具の開発が望まれると考えられた。
